
９．障教部の運営について

〇これから集まるアンケートを元に、次年度に向けて準備できるとよいです！

〇資料は色々なOSからアクセスできるone driveにパスワードをかけてフォルダにする。meetでなくてzoomが使いやすいと思います。

〇北北南南と４年間開催してから方向性を決めると良いと思います

〇南北開催で良い

〇南北に分かれて、人数、駐車場が煩雑にならずによかったです

〇人数が多いので、分けてもらえて助かります。

〇大変な中、運営お疲れ様でした。(同様意見　３３）

■日程や時間について

〇時間的余裕がなく、急いで行動する事が多いと感じる。昼食や移動の事も考えると、もう少し余裕のある日程にしてほしい。

〇移動時間の負担を考えるとオンラインは助かります。　　　　　　　〇遠距離の移動がなくて助かりました。

〇オンラインでできるものはオンラインで行うとよい。また、終日開催でなくてよいのではないか。

〇全体会は、南北つなげて行うスタイルで良い。部門別、課題別のスタイルも良い。

〇日程について：日頃、殺人的な多忙の中で働いている私たちなのだから、この日の研修ぐらい、もっとゆとりをもってやりたい。詰め込みすぎだと思います。移動する、昼食をとる、必要があるのだから、交通安

全からも、昼時間はもっと時間をとってほしい。距離は近くても、駐車場の出入りなどで時間がかかる「炉辺談話」という言葉がある。先輩から貴重な意見をいただき議論する。これは失われてしまった有意義な研

修である。（少し時間が余れば可能になる）

■その他の希望

〇会員数過多の中、工夫された運営になっている。ただ、今後も増えていくのであれば、部会を分けることも視野にいれた方がいいと思う。

〇受付名簿ですが、Googleスプレッドシートを使ってはと思います。情報がすぐ反映されるので、個々の会場から出席者や急な欠席・早退の情報を確認、また分科会ごとにメンバーが変わるので、出欠の情報を共有

したりできるのではと思います。

〇規模の縮小。運営に関わる方の負担軽減。

〇言語部門は北、南、隔年で一同集まれるので分かれても差し支えありません。ただ課題別研修は今回、部門を超えて選べなかったのが残念です。

〇人数の多さや駐車場の確保などを考えると、南北2会場での開催がメインになると思います。その分、運営のための人手が必要となり、

大変だと思いますが・・・（課題部会でも同様の反省が出ていました）

▲本当にお疲れ様です。石狩管内の中学卒業後の進路をまとめる機能をこの部会（特に自情）に持たせてもらえないでしょうか。

▲グループの討議ばかりで少々疲れた。全体で行えるような内容を盛り込んではどうか。事務局、お疲れさまでした。

▲南北開催でしたが内容的にはオンラインでつなげるならば、市町村ごとに集まって開催してもよいと思います。コロナ禍でできたことは今後もできると思います。検討お願いします。

▲部門ごとに分けることは会場の関係から難しいかもしれませんが、このままだと人数が多すぎますね

▲オンラインの授業はみづらい。どうしてもオンラインなら、午前中は、各学校からの参加でよい。

▲集まって話していく中で勉強になるところはあるものの、この一日日程の研修会は必要なのかどうかを感じた。事務局、大変すぎませんか？

▲事務局の人が準備など大変そうでした。1日日程ではなくてもよいと思った。お疲れさまでした。

〇今年度から南北開催で試行錯誤しながら運営に取り組まれ、お疲れ様です。

〇障教部は、障害の特性に応じ、４部門にわかれての活動です。各部門の活動は、研究主題に迫る活動になっていると思います。

■公開授業について

〇授業校、会場校、役員の負担が大き過ぎる。配信なしで生の授業参観型を再考していただきたい。

〇このまま南北開催だとして、オンライン視聴で授業が分かりやすく見られたのか感想を知りたい。いろいろあると思いますが、できるだけ生の授業を見たいです。〇顔を合わせて話ができるのは良いなと思いまし

た。運営、ありがとうございました。

〇午前中のスタイルは、南北をつなげなくても良いと思う。南、北それぞれで授業を行うのが良いと思う。参集するもっとも高い価値はここにあると 思う。

〇授業見学は、子供の実態や先生方の指導を生でみられる場面のため、あるといいなと思います。

▲南地区と北地区で分け、それぞれで授業研などをしてはどうか。障教部は人数が増えすぎて全員で活動するには無理があると思う。

〇人数が多いので南北に分かれての開催は仕方ないが、可能なら授業はその場で参観できたらよい。

〇授業参観はぜひ直接見たいです。生徒の声・表情・授業の雰囲気を感じ取れるのはやっぱり直接見ることだと思います。

〇事後の様子もmeetでつないで発表者に質問できるとよいかもしれません。

■オンラインに関して

〇この形でいいと思います。共同研究には大切だと思いますがオンラインの準備は事務局が大変だったと思います（同様意見　２４）

〇南北ともに共通理解を深め研究を進めるという意味から、オンラインを使いながら今回のような形でできたことは良かったと思います。

〇移動しやすくなり継続を希望します。聞き取りやすい音声環境の向上をできればと思います。

〇授業は必要に応じて本時の前後も録画していけるとより一層伝わりやすくなると思います。今回新たな形で実施し、色々な実績や声、アドバイスが集まったと思います。会員の皆さんにも今回の方法が経験

できイメージもできたと思うので、来年度は今年度をいかした 会になると思います。

▲各市町村の授業などの様子や研究内容を聞きたいです。

▲南北に分かれたこと、大変よかったです。ただ、まだまだ役員の方々の負担と各々の教員が抱える困り感の解消を考えると、もっと小さな団体で研究する方が有意義であると考えています。人数が多すぎて、

身動きが取れなくなっているような気がします。各市町村単位程度に分けたら良いのかなと思います。

▲石教研のあり方そのものを見直してもいいかと思っています。先生方と直接顔を合わせてお話しできる貴重な機会ではありますが、運営・授業等、負担が大きすぎると思います。

▲やはり大人数での一斉開催は大変なので、小学校と中学校、など抜本的な対策を、石教研の事務局にお願いしたいです。

〇会員の人数が多いので南北に分かれてよかったです。オンラインの入れ方も事後研、全体会も良かったです。

▲市町村によっては、クロムブックが当たっていないので資料を持ってくるとき印刷になります。恵庭市は校務用のパソコンも持ち出し禁止。自分のパソコンも持ってきましたがWi-Fiにつながらず見られない

状況になりました。何とか改善してほしいと思いました。

▲このオンライン形式、北と南に分かれて実際にやってみて、本当に良かったのか、参加者の視点、事務局運営者の視点から検証する必要があるかと思います。

▲運営される先生方の様子をみていると、この大所帯を回すことだけでも大変なのに、オンライン形式、南北に分かれることによる仕事量大となっているように感じる。誰もができる役員にはならないと思う。

１年しかやっていませんが、見直しもありかと思う。

▲オンラインの会場は輪番もよいと思うが、なるべく参集しやすい場所はどうか？（北広島・江別）・・でも対象になる市町村は毎年だと大変ですよね。

▲反対です。各学校の機材等の違いから、思うようにセッティングすることが難しい。また、ミートの接続確認を最後まで行うことができていなかった。

▲meetでつなぐのは運営の方が大変ではないでしょうか。一ヶ所に集まって行うのでも良いかと思います。

▲授業をオンライン視聴、事後もオンラインならば、会場に集まらなくても良いとおもいました。（同様意見　２）

▲オンラインであれば、自校でできると思います。わざわざ集まらなくてもいいと思います。実践交流等は集まっても良いです。

▲授業も全体会もオンラインで行っており、レポート交流もオンラインで可能と思う。各勤務校でのオンライン開催でよいと思う。

【事務局見解】

・事務局に対し、温かい労いのメッセージをたくさんいただきました。ありがとうぎざいます。南北分離での初めての開催となった今年度の二次研究協議会。次年度も、部会員の皆様から寄せられた多くのご意見

と、これまでの研究の成果を継承、発展させながら、研究主題に迫る取組を続けていきたいと考えています。

〇北もオンラインにはなりませんか？授業を直接見るのは勉強になりますが、自校で…となると子どもがカメラをすごく嫌がったりするのでどうなのだろう…と思いました。


